










低温 セ ンター長 犬 石 嘉 雄
本 年4月1日 か ら前任者の伊達教授の後 をついで,大 阪大学低温センター長を引受け ることπなった
ので,編 集 部の依頼 によって,低 温 センター運営 についての極めて独断的な私 見を述べ,関 係各位 の率
直な御意 見を頂 きたい と思 う。 あ らゆる点で有能 左吉永,伊 達元 センター長の低温 センター創設期の輝
か しい実績を見ると,私 ごと きものにこの大任が勤 るか,甚 だ心 もとない次第 である。改 めて両教授 に
利用老一同を代表 して感謝の意を表 して澄 きたい。
御存知の様 に,低 温 センターは中之島の極低温 実験室に端 を発 し,吹 田地区の水素 ・ヘ リウム液化機
の新設(昭 和43,44年度),豊 中地区のヘ リウム液化機 の更新 と水素 液化機の新設(昭 和48,49年度)
によって面 目を一新 し,吹 田 ・豊中両分室にまたがる,真 に全学的な低温センターとして完成 し,寒 剤
供給能力 に関しては一応 満足 すべ き水準 に達 した とみ られる。
しか しなが ら今後の低温 センターの達営 に関 しては,な 拾解決を要するい くつかの重要 な課題をかか
えて居 り,全 学的な協力と支援が望 まれる。以下私 見を述べ る。
1低 温センターの機能,特 に技術サ ービスについて
=豊中,吹 田分室 の液化能力の整備 につい て,寒 剤供給量(本 誌15ページ参照)の 増加か ら窺われ る
よ う鴎 利用者数は両地区で飛躍的に増加 して来 ている。 これに伴い低温技術の指導や相談ので きる
技 術サー ビス面が大変重要にな りつつあ り,こ の傾向は後述のよ うに本学の低温工学研 究層の急激な
成長 と密接 に関係 してい る。 このため技 術開発と指導ので きる専従職員が必要不可欠であ り,少 くと
も吹 田,豊 中両分室合せて,助 教授1名 と助手1名 は最低必要で あると考え られ る。総長は じめ関係
者の御支援にょって専従職員の充実の実現 に努力 したい。 なお技官 に関しても,寒 剤供給量の増加 に
伴い,手 不足 となっていることを御承知いただ きたい。
低温 センターの技 術サー ビスの第2点 として,共 同試験設備 がある。利用者数の拡大 につれて,最
大公約数的な共通低温試験設備 を低温 センターに設置 して広 く学内 に開放 して,共 同利用に供するこ
とが・利用者側か ら強 く要望 されてい るし,装 置の重複 を省 き国費を節約で きる点,及 び設備管理の
徹底とそのための人件費節約の点か らも極めて重要な課題で ある。
例えば吹田地区 では吉永名誉教授が科学研究費で設備 された100KG級 の低温材料試験用超電導 マ ・
グネッ トを低温 センターに共 同利用設備 として置 き,山 本助手 の指導の下 に工学跳 産研等の部局の
研究者が協調的にこのマグネッ トを使ってい る。装置の使用 にあたっては吹 田地区運営委員会で申込
み を審議 し,特 定 の研究者が独占で きない機構 となってい る。
我 々はこの実績の上π立 ち,運 営委員会及び関係 部局の全 面的な御協 力の下 に次の共 同利用設備 と
して,低 温材料 の機械的性質の試験機 を設置すべ く概算要求 に掲げている。 これは最近の石 油タンク
事故等にみ る低温脆性の問題の基本的な解決に極 めて有 力な武器 に左ると考え られ,工 学部 産研,
基礎工学 部の26の研究室の要望に基づいてい る。 今後:豊中地区 に設置す る共同利用設備 について も,
上記の様な地区利用者の意 見K基 づいて努力 したい と考えてい る。
2低 温科 学と低温工学
60年前 のカマ リン・オ ンネスの超電導の発 見に始 まる低温物理学と実験技 術は物性科学に も波及効
果 を及ぼ し大 きな分野へ と成長 した。 これ らの分野 で本学理学 部と永宮名誉教授にょって創 め られた
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